
機械時計
の組み立て方と使い方

入っているもの

用意するもの ドライバー（＋）、はさみ、定規、両面テープ、布、あて木

一番車・筒車
※2つは同じ部品です。
　どちらを使っても結構です。

背板

前板B

ふろくを作る前に必ずお読みください。

●とがった部品の取り扱いには十分注意してください。けがをするおそれがあります。
●金具類は、機能上薄い金属を使っていますので、取り扱いには十分注意してくだ
さい。けがをするおそれがあります。
●小さな部品があります。誤って飲み込まないように注意してください。窒息などの危
険があります。

★使い方と注意をよく読んでから実験してください。
★安全のため、この説明書にある使い方を必ず守ってください。また、使用中に破
損・変形してしまった部品は使用しないでください。
★小さなお子さんの手の届かない場所にしまってください。

　●このふろくに使われているプラスチックの材質
　背板・テンプ（黒） ： PS　前板・テンプおもり・糸巻きドラム・ねじ巻き（黒） ： ABS
　すべての歯車・軸受け・針・テンプのつめ（赤・黒） ： POM　ひも（黒） ： ナイロン
　●このふろくに使われている金属の材質
　シャフト類・おもりかけ金具・テンプ軸受け ： 鉄（クロームメッキ）
　つり金具 ： ステンレス
　※不要になった時は各自治体のきまりにしたがって処分してください。

組み立てる前に
ナットを使って
バーのバリをとりのぞく。

ひもを15cmくらいに切り、図のようにテンプに通して
テンプのつめのあたりで結ぶ。残ったひもは切り取る。

筒車を針の軸で背板に取り付ける。次に⑨で組み立てた一番車を取り付ける。
そして、二番車を針の軸にはめ込む。最後にガンギ車の軸をはめ、
そこにガンギ車を取り付ける。

⑩で組み立てた背板に、④で組み立てたテンプ部品を取り付け、
さらに針の軸にパイプを通し、前板Bを取り付ける。
さらに針を付け、その後黒いビス（6×2mm）6本でとめる。

一番車に逆転どめをはめる。

はめた逆転どめを
矢印の方向にそっと回転させる。

⑥で組み立てた角穴車を一番車に取り付け、
角棒を差し込む。

糸巻きドラムに角穴車をセットしてから、
銀色ビス（6×1.8mm）で止める。

調節おもりを組み立てる。
少しはめ込みが硬いので、あて木を使って上からゆっくり押す。

テンプに③で組み立てた調節おもりを回しながら取り付ける。

前板Aに③で組み立てた
テンプを取り付ける。

あて木
かまぼこ板など
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注 意

テンプ部品を組み立てる

歯車部品を組み立てる

背板に歯車部品を取り付ける

テンプ部品・前板Bを取り付ける

調節おもりA
（突起なし）

調節おもりB
（突起あり）

調節おもりA

調節おもりB

ナット ナット

調節おもり

テンプ

テンプのつめ テンプのつめ

テンプ金具

※テンプのつめの
　出っぱりが下に
　向くように。

※前板Aの上下を
　間違えないよう
　注意する。

※金具で手を
　切らないよう
　注意する。

布

このテンプ金具を
先にはめる。

次にこのテンプ金具に
布をあてがい、ゆっくりと
はめ込む。テンプのつめを
押してもよい。

15cmのひも

テンプのつめ

銀色ビス（6×1.8mm）

糸巻きドラム

逆転どめ

※このつめを
　折らないよう注意！

逆転どめ

一番車

一番車

一番車

※つり金具をとめるための
　つばつきタッピングねじを
　2ミリくらい残して仮どめする。

出っ張りを筒車の
切りかきに合わせる。

背板

⑤で組み立てた一番車

二番車 ガンギ車

ガンギ車の軸

針の軸

筒車

筒車

つばつきタッピングねじ
（6×2mm）

前板B

針の軸

パイプ

針 黒いビス（6×2mm）

黒いビス（6×2mm）

歯車部品を取り付けた背板

④で組み立てた
テンプ部品

二番車 角穴車

ガンギ車 文字盤（本誌とじこみ）

前板A

テンプ

調節おもりA（2個）

調節おもりB（2個）

ナット（2個）

糸巻きドラム

針の軸

ねじ巻き

逆転どめ

角棒

ひも

おもり袋

おもりかけ
金具

ガンギ車の軸

パイプ

針

つり金具

銀色ビス（2本）
（6×1.8mm）

つばつき
タッピングねじ

黒いビス（6本）
（6×2mm）

①まず、テンプ金具を上下とも
図の位置まで差し込む。

最初の出っぱりが
見えなくなるところ

②図のようになるよう、金具を押し込む。

赤いつめが
ストッパーより
内側に入っている
ことを確認する。ス

ト
ッパ
ー

角穴車
※裏表に注意！

角穴車

角棒

逆転どめのつめと
角穴車がしっかりかむ
ようにはめる。

① ②

※この段階では、それぞれの部品は
　しっかり固定されていません。
　バラバラにならないよう
　注意しましょう。

一番車
二番車

ガンギ車

歯車の順　横から見たところ

背板

針の軸

バーの真ん中あたりまで
ナットを回し込んでいき、
また取り外す。両側とも行う。

※入りにくい場合は、
　カッターの刃先で
　少しだけ入り口を
　広げるとよい。

※歯車がうまくかみ合わない
　場合は、歯車を少し回しながら
　入れるとよい。

※歯のない方を
　上にする。



つり金具にテンプのひもをかけ、高さを調節する。
さらに、テンプのつめが前板Aにふれない高さに調節する。
前からも横からも垂直になるようにつり金具を調節する。

木ねじやフックを柱やかべにつけ、そこに時計をかける。壁に対してまっすぐにかかっていることが重要。
次におもりを付け、ねじ巻きでおもりを巻き上げると、時計が動き始める。

時計の速度を調整する。テンプおもりの1回のふれが1秒に
なるように合わせる。テンプおもりの調整が十分にできない場合は、
おもり袋の重さを変えて調整する。速度調整ができたら、
ほかの時計を見て、針を回して時刻を合わせる。
この時計の針は時針なので、短針と合わせること。

文字盤を自作すれば、オリジナル時計に早変わり。
立体的にしたり、パソコンを使ったり、身の回りのものを使ったり、自由に楽しもう。

⑪で組み立てた時計に
つり金具を取り付け、⑩で取り付けた
つばつきタッピングねじを軽くしめる。

次に糸巻きドラムにひもを通し、おもりかけ金具を付ける。

つり金具を付ける できあがり

この時計は、きちんと調節すると、以下の
ような動きをし、おもりを1.4～1.5mくらい
の高さに巻き上げると、およそ12時間動く。

歯車の動き

速度調整と時刻合わせ

文字盤をオリジナルのものに

つり金具の調節

2回、回転させて
結び目を作る。

糸巻きドラム

おもりかけ金具

テンプのつめが
前板Aにふれない
高さに調節する。

文字盤

もう一度、針をはずして
文字盤をはめてから
針を取り付けて
できあがり。

つり金具（向きに注意）

つばつきタッピングねじ
（6×2mm）

⑩で取り付けたつばつきタッピ
ングねじを、つり金具がはずれ
　ない程度に軽くしめる。

つり金具を移動させ、
ちょうどよい高さで
つばつきタッピングねじを
しめる。

前から見ても横から見ても
テンプとひもがまっすぐに
なるようにつり金具を
調節する。

このすき間があくように
つり金具を調節して
つばつきタッピング
ねじをしめる。

垂直の調節は、
この根元のあたりを
軽く曲げて行う。

ひもをわきから通さないよう
注意する。図のように、
まっすぐ下げる。

ガンギ車
30秒で1回転

一番車
1時間で1回転

針
12時間で1回転

この部分のスジを
目安に左右大体同じ
位置になるよう調整する。
内側に寄せると速くなり、
外側に寄せると遅くなる。

ビー玉

アクリル

シングルCD

テンプおもりを
回しながら
移動させる。

1回のふれが1秒

おもり袋

おもりかけ金具

※砂や使用済みの
　乾電池などを入れ、
　300～350gくらい
　にする。同等の
　重さのものであれば、
　直接ぶら下げてもよい。

ねじ巻き

文字盤を
両面テープで
3か所とめる。

※後でおもり袋の口をしばるために
　ひもを10cmほど切り残しておく。

前 横

⑬で切り取ったひもで
口をしばる。

※動作にゆらぎがあるので、
　1分間など長めの時間で
　調整しよう。

うまく動かない、途中で止まってしまう・・・・そんなときは
・まず、組み立てが正確かチェックする。歯車どうしのこすれ、針と文字盤のすき間も要チェック。
・本体が垂直にかかっているか、テンプが垂直につられているかチェックしよう。少しでも傾いている
と力が均等に伝わらない。
・おもりが壁面に触れていないか？ 摩擦があると動力にムラができてしまう。
・テンプの調節おもりをはずして動かしてみる。高速で回転するので歯車の不具合などを発見しやす
い。また、小さなバリなどの影響は回転させることで改善することもある。

・おもり袋のおもさを50 g程度増やしてみる。これで動くようなら、細部の調整で追い込めるはずだ。
・テンプ部品をはずし、歯車をフリーの状態で動かしてみる。一番車を回すと、すべての歯車の回転が
観察できるので、不具合を見つけやすい。

・潤滑油をつけてみる。低速回転の一番車、筒車の軸にのみ少しの注油は有効。その他の歯車は逆効
果。ただし、プラスチックを溶かしてしまう油もあるので高級潤滑油は要注意。つけ過ぎも禁物だ。


